


昭和町役場庁舎
総合会館
総合体育館
温水プール
町立図書館
町内小中学校（4）
釜無工業団地公園運動場管理棟
押原公園管理棟
西条児童館
常永児童館
児童センター

町HPに掲載しています



　平成27年8月27日、昭和町議会災害対策本部設置要綱に基づき、第4回議会防災訓
練を行いました。議長から参集の連絡を受け、役場中央公民館にて救命処置の講習
を受けました。甲府地区消防本部の方々に協力をいただき、AED（自動体外式除細
動器）の操作方法を踏まえ、応急手当の基本を学びました。 

○セブンイレブン
　昭和西条店
　昭和町NTT前店
　昭和西条南店
　昭和バイパス店
　昭和紙漉阿原店
　昭和町飯喰店
○ファミリーマート
　甲府昭和店
　昭和国母店
　昭和バイパス店
　甲府昭和インター北店
　昭和町飯喰店

○デイリーヤマザキ
　甲府昭和インター店
　甲府昭和バイパス店
　昭和上河東店
○ローソン
　昭和西条店
　昭和西条梅ノ木店
　昭和清水新居店
　釜無工業団地北店
　昭和常永店



※数値は端数調整してあるため
　合計が一致しない場合があります。

町税
48億3067万円

国庫支出金
9億3026万円

県支出金
5億4301万円

繰入金
4億4284万円繰越金　2億9528万円

分担金/負担金　1億8996万円
諸収入他　1億4742万円

使用料/手数料　7043万円

地方消費税交付金他
4億1120万円

町債　7170万円

（内訳）
固定資産税

町民税

町たばこ税

軽自動車税

24億772万円

20億6123万円

3億1572万円

4443万円

民生費
24億4839万円

総務費
8億9965万円

教育費
8億4931万円

諸支出金
7億2904万円

公債費
6億6843万円

議会費　9603万円
商工費　2071万円
その他　207万円

農林水産費　1億2480万円

衛生費
4億8615万円

消防費
2億3528万円

土木費
10億5588万円

◆基金（預金）の累積残額
　28億3031万円（1人当たり 14万円）

◆町債（借金）の累積残額
［一般会計］
［下水道事業］

［合　　計］

61億2492万円
58億9440万円

（1人当たり
（1人当たり

32万円）
30万円）

120億1932万円（1人当たり 62万円）



（千円以下切捨て）

　決算特別委員会は、9月9日から16日までの8日間開催されました。

　第3回定例会で決算特別委員会に付託された、一般会計、特別会計（国民健康保険、

後期高齢者医療、介護保険、介護サービス、下水道事業、渇水対策事業）に対し、監査

委員の意見書及び各課長から説明を受けました。いずれも慎重審査の結果、全員賛成

で認定しました。

平成26年度決算のあらまし
　一般会計は76億1578万円、特別会計は6つの会計を合わせて36
億8780万円となり、計113億361万円の歳出決算となりました。
平成25年度と比べて約1.01％増加しています。これに対し歳入決
算は、歳出決算を5億1109万円上回る、118億1470万円となりま
した。経常収支比率（※）は、79.0％で前年度より9.9％減少しま
した。

　義務的経常経費（人件費や扶助費、公債費など）に
一般財源収入がどの程度充当されているかを示すもの。
町村では70％程度が望ましい。

※経常収支比率とは

・小中学校費

・学校給食費

・温水プール運営費

2億7399万円

1億7182万円

7861万円

・道路維持費

・常永土地区画整理事業公有財産購入費

・押原公園指定管理委託

1億7625万円

1億1859万円

2164万円
・基金積立金
7億2904万円

・中巨摩地区広域事務組合負担金

・一般廃棄物収集運搬処理委託

・人間ドックほか健康診査委託

1億5487万円

6111万円

4793万円

・保育所運営費

・子育て支援医療費

・家族介護用品・福祉サービス支給事業

5億9671万円

7872万円

1337万円

・事務機及びシステム借上

・地域力活性化交付金
4525万円

2470万円

・甲府地区広域事務組合負担金

・農業施設復旧支援対策資金補助

・町商工会育成事業補助金

2億269万円

4071万円

1067万円

（借金返済）

6億6843万円



平成26年度健全化判断比率等の状況
平成26年度決算に基づく健全化判断比率は、基準を下回っている
ため、健全であるといえます。

実質公債比率は25年度と比べ、0.8％増
加しました。将来負担比率は25年度よ
り7％減少し、実質的な標準財政規模に
対する負担比率は低くなりました。実
質公債費比率・将来負担比率ともに比
率が小さいほど財政状況は良いと判断
します。

財政力指数（単年）

H26H25H24

1.101.141.12

※地方自治体の財政力を示す指数。3年平均で１未満だと交付団体になる。

石
原
　
政
彦

河
住
　
保
茂

監
査
委
員

経
費
削
減
や
事
務
事
業
の
効
率
化

を
評
価
、
均
衡
あ
る
発
展
と
規
律

あ
る
財
政
運
営
を
望
む

決算審査意見
平
成
27
年
8
月
3
日
か
ら
12
日
ま
で
審
査
し
ま
し
た
。

①
財
政
構
造
の
指
標
で
あ
る
財

政
力
指
数
は
前
年
度
に
比
べ
減

少
し
て
お
り
、
公
債
費
負
担
比

率
は
微
増
し
て
い
る
。
こ
こ
数

年
来
の
財
政
硬
直
化
の
状
態
か

ら
弾
力
的
傾
向
に
転
じ
て
い
る

が
、
基
金
の
現
在
高
等
、
今
後

も
憂
慮
す
る
状
況
で
、
引
き
続

き
対
応
策
を
望
む
。

②
今
後
の
地
方
債
発
行
は
財
政

構
造
の
健
全
性
を
損
な
わ
な
い

よ
う
留
意
さ
れ
た
い
。
企
業
税

収
の
依
存
度
が
高
い
本
町
は
、

国
母
･
釜
無
工
業
団
地
企
業
等

と
の
関
係
を
密
に
企
業
支
援
策

も
考
え
、
迅
速
な
対
応
と
産
業

の
町
「
昭
和
町
」
の
発
展
を
望
む
。

③
税
･
料
金
等
の
滞
納
が
多
額

で
あ
る
が
、
昨
年
度
新
設
さ
れ

た
収
納
課
に
よ
る
法
的
手
段
等

で
、
滞
納
徴
収
率
の
向
上
を
確

認
し
た
。
今
後
は
、
料
金
等
も

町
全
体
の
問
題
と
し
て
取
り
扱
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

④
一
般
会
計
か
ら
各
特
別
会
計

の
繰
り
出
し
金
が
多
額
と
な
っ

て
お
り
、
受
益
者
負
担
の
観
点

か
ら
、
使
用
料
お
よ
び
料
金
等

の
見
直
し
を
検
討
し
減
額
に
努

め
ら
れ
た
い
。

⑤
国
内
で
も
大
き
な
問
題
で
あ

る
人
口
減
少
は
、
対
応
策
を
講

じ
て
い
る
区
画
整
理
事
業
の
宅

地
開
発
に
伴
い
、
常
永
地
区
は

急
速
な
発
展
を
し
て
お
り
、
常

永
小
学
校
お
よ
び
押
原
中
学
校

の
教
室
不
足
に
対
応
す
る
予
算

な
ど
、
学
区
問
題
も
含
め
計
画

的
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

﹇
総
括
﹈

　
適
正
な
行
政
運
営
が
行
わ
れ

て
お
り
、
特
に
経
費
削
減
の
取

り
組
み
や
、
事
務
事
業
の
効
率

化
が
図
ら
れ
て
い
た
。
健
全
財

政
の
維
持
を
最
優
先
課
題
に
財

政
運
営
を
図
り
、
町
民
福
祉
充

実
の
た
め
、
引
き
続
き
努
力
さ

れ
る
よ
う
要
望
し
、
地
域
の
活

性
化
･
個
性
等
、
実
情
に
あ
っ

た
発
展
を
期
待
す
る
。

52.90
財政健全化判断比率（％）

実質公債費比率 将来負担比率

10.3

25.00

45.9

350.00

比　率

早期健全化基準

平成26年度特別会計決算

※数値は端数調整してあります。

（千円以下切捨て）

会　計　名 歳入総額 歳出総額 結果

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

介護サービス特別会計

下水道事業特別会計

渇水対策事業特別会計

18億6945万円

1億3766万円

8億7708万円

1517万円

9億7517万円

726万円

17億974万円

1億3674万円

8億5918万円

1499万円

9億6227万円

488万円

全
員
賛
成
で
認
定



　
　
　
　
　
　
西
条
一
区
や
他

の
区
で
も
町
内
道
路
の
白
線
が

薄
い
た
め
、
交
通
安
全
上
心
配

の
声
が
あ
る
。
町
内
全
域
を
調

査
し
、
白
線
の
引
き
直
し
を
お

願
い
し
た
い
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
通
学
路
は

教
育
委
員
会
や
建
設
課
を
は
じ

め
、
P
T
A
や
学
校
の
先
生
が

点
検
し
、
要
望
が
出
た
と
こ
ろ

は
対
応
し
て
い
る
。
計
画
的
に

実
施
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
残
高
不
足

で
税
等
の
引
き
落
と
し
が
で
き

な
か
っ
た
場
合
、
督
促
状
で
対

応
し
て
い
る
が
、
将
来
的
に
銀

行
か
ら
本
人
に
連
絡
を
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。
2
、
3
日

の
遅
れ
で
残
高
が
確
認
で
き
、

再
度
引
き
落
と
し
が
で
き
れ
ば
、

督
促
状
を
出
す
手
間
も
省
け
る

の
で
は
。

 
 
 
 
 
　
何
千
件
も
の
デ
ー

タ
の
中
の
数
件
を
、
再
度
引
き

落
と
す
作
業
は
シ
ス
テ
ム
管
理

上
難
し
い
。
銀
行
か
ら
連
絡
を

す
る
こ
と
が
可
能
か
確
認
す
る
。

 
 
 
 
 
　
法
律
や
条
例
上

で
き
る
の
か
、
実
務
的
な
課
題

と
し
て
、
金
融
機
関
と
の
デ
ー

タ
作
成
や
、
引
き
落
と
し
手
数

料
の
発
生
が
挙
げ
ら
れ
る
。
他

市
町
村
の
対
応
方
法
も
調
査
し

て
い
き
た
い
。

 
 
 
 
 
 
新
生
産
調
整
推

進
事
業
で
、
1
8
4
戸
の
農
家

に
2
1
9
万
円
の
奨
励
金
助
成

だ
が
、
1
戸
当
た
り
の
金
額
が

少
な
い
。
奨
励
内
容
と
効
果
は
。

 
 
 
 
 
 
 
　
旧
転
作
奨

励
金
と
し
て
、
市
街
化
区
域
お

よ
び
調
整
区
域
内
で
米
を
作
付

け
し
て
い
な
い
農
家
に
支
給
し

て
い
た
が
、
平
成
27
年
度
は
廃

止
し
た
。

 
 
 
 
 
　
山
伏
川
付
近
に

設
置
さ
れ
て
い
る
ポ
ン
プ
は
交

換
し
た
の
か
。
老
朽
化
に
よ
る

水
漏
れ
も
見
受
け
ら
れ
る
の
で

対
応
を
。

 
 
 
 
 
 
 
　
交
換
で
は

な
く
、
配
管
を
強
化
し
て
振
動

に
も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
修
繕
し

た
。
点
検
し
て
交
換
が
必
要
な

と
こ
ろ
は
対
応
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
幼
稚
園
就

園
奨
励
費
と
し
て
、
1
4
3
人

に
出
て
い
る
が
、
対
象
幼
稚
園

は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
町
内
在
住

者
が
通
う
町
外
19
園
の
幼
稚
園
。

 
 
 
 
 
　
10
人
乗
り
ワ
ゴ

ン
車
の
借
り
上
げ
料
が
平
成
25

年
度
と
比
べ
、
12
倍
く
ら
い
増

え
た
理
由
は
。

 
 
 
 
 
 
 
 
借
り
上
げ

開
始
が
平
成
26
年
3
月
か
ら
の

1
カ
月
間
の
た
め
、
25
年
度
と

26
年
度
で
は
金
額
の
差
が
生
じ

る
。

 
 
 
 
 
　
就
学
援
助
費
は

1
3
7
世
帯
あ
る
が
、
基
準
は
。

 
 
 
 
 
 
 
　
町
民
税
非

課
税
世
帯
、
生
活
保
護
世
帯
な

ど
。

 
 
 
 
 
　
県
の
日
本
語
指

導
教
員
の
配
置
基
準
は
。

 
 
 
 
 
　
実
情
に
合
わ
せ

て
の
配
置
で
特
に
基
準
は
な
い
。

徹底した白線の管理を

交
通
安
全
、

白
線
引
き
直
し
は

生
産
調
整
奨
励
金

助
成
は

幼
稚
園
就
園
奨
励
費

の
対
象
幼
稚
園
は

依
田
議
員

企
画
財
政
課
長

環
境
経
済
課
長

中
澤
議
員

環
境
経
済
課
長

学
校
教
育
課
長

三
井
議
長

石
原（
高
）議
員

石
原（
一
）議
員

収
納
課
長

税
務
課
長

学
校
教
育
課
長

遠
藤
議
員

学
校
教
育
課
長

教
 

育
 

長

林
 
議
員

鷹
野
議
員
　



平
成
27
年
9
月
定
例
会
は
、
9
月
3
日
か
ら
17
日
ま
で
15
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
町
長

提
出
の
平
成
27
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
補
正
予
算
4
案
件
の
ほ
か
、
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
の
選
任
1
件
、
条
例
の
改
正
2
件
、
そ
の
他
2
案
件
の
計
9
案
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
7
人
の
議
員
が
10
件
に
つ
い
て
活
発
な
質
問
・
意
見
を
展
開
し
ま
し
た
。

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

下水道事業特別会計

5411万円増

1947万円増

2400万円増

（総額：21億711万円）

（総額：9億8506万円）

（総額：10億2413万円）

・
個
人
情
報
保
護
条
例
中
改
正

・
手
数
料
条
例
中
改
正

　
行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
認
識
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
改
正
。

　
手
数
料
に
つ
い
て
は
『
通
知

カ
ー
ド
再
交
付
手
数
料
と
し
て

1
枚
に
つ
き
5
0
0
円
』
を
追

記
す
る
。

・
字
区
域
及
び
名
称
の
変
更

　
（
昭
和
町
常
永
土
地
区
画
整

　
理
事
業
地
内
）

・
字
区
域
及
び
名
称
の
変
更

　
（
昭
和
町
立
常
永
小
学
校
周

　
辺
）

※
全
員
賛
成
で
可
決

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　
選
任

　
堀
内
　
正
美
　
氏

　
（
飯
喰
9
4
5
番
地
）

※
任
期
3
年
（
10
月
1
日
付
）

※
全
員
賛
成
で
同
意

　一般会計は固定資産税滞納繰

越分を500万円、同税延滞金を

200万円増額し、ほか国庫および

県支出金を増額補正しました。

県議会議員選挙・町議会議員選

挙の不用額、常永小学校増築に

伴う設計管理業務委託費および

工事費を増額補正しました。

　また、歳入歳出余剰金を財政

調整基金へ積み立て、予算総額

を70億6848万円としました。

一般会計一般会計 全員賛成で可決全員賛成で可決

特別会計特別会計 全員賛成で可決全員賛成で可決

常永小学校内の教室



山梨県

福島県

宮城県

山
梨
県
に
対
し
て
障
害
児
と
健
常

児
の
医
療
費
助
成
制
度
に
よ
る
格

差
解
消
を
求
め
る
請
願

【
請
願
者
】

　
昭
和
町
障
が
い
者
福
祉
会
・
知

　
的
障
害
者
相
談
員

【
紹
介
議
員
】

　
河
住
　
保
茂
議
員

【
趣
旨
】

　
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

制
度
に
お
い
て
窓
口
無
料
方
式
か

ら
自
動
還
付
方
式
へ
と
変
更
さ
れ

た
こ
と
で
、
障
が
い
児
と
健
常
児

と
の
間
で
医
療
機
関
に
か
か
る
際
、

格
差
が
生
じ
て
い
る
。
小
児
だ
け

で
も
安
心
し
て
医
療
機
関
に
か
か

れ
る
よ
う
、
格
差
解
消
を
求
め
た

い
。

【
議
決
結
果
】

　
全
員
賛
成
で
採
択

【
意
見
書
提
出
先
】

　
山
梨
県
知
事

地
方
単
独
事
業
に
か
か
る
国
保
の

減
額
調
整
措
置
の
見
直
し
を
求
め

る
意
見
書
（
案
）

【
提
出
者
】

　
河
田
あ
け
み
議
員

【
趣
旨
】

　
地
方
単
独
事
業
に
よ
る
子
ど
も

等
に
か
か
る
医
療
費
助
成
と
国
保

の
国
庫
負
担
の
減
額
調
整
措
置
の

あ
り
方
と
、
子
育
て
支
援
や
地
域

包
括
ケ
ア
等
の
幅
広
い
観
点
か
ら
、

実
効
性
の
あ
る
施
策
を
進
め
る
こ

と
が
必
要
な
た
め
、
子
ど
も
等
に

か
か
る
支
援
策
を
総
合
的
に
検
討

し
て
ほ
し
い
。

【
議
決
結
果
】

　
全
員
賛
成
で
可
決

【
意
見
書
提
出
先
】

　
内
閣
総
理
大
臣
・
厚
生
労
働
大

　
臣
・
財
務
大
臣
・
総
務
大
臣
・

　
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

平
成
27
年
度
議
会
議
員
県
外
視
察

研
修
の
実
施

【
研
修
目
的
】
　

　
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行
さ
れ
、

地
方
自
治
体
の
自
己
決
定
・
自
己

責
任
の
拡
大
に
伴
い
、
地
方
議
会

の
責
任
や
役
割
は
ま
す
ま
す
注
目

さ
れ
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
昭
和

町
は
地
方
交
付
税
の
不
交
付
団
体

と
し
て
健
全
財
政
を
保
ち
人
口
は

増
加
を
続
け
て
い
る
が
、
今
後
の

町
の
将
来
を
見
据
え
、
議
会
と
し

て
も
行
政
運
営
に
対
し
住
民
の
立

場
に
立
っ
て
し
っ
か
り
判
断
を
行
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ

こ
で
県
外
の
先
進
地
事
例
を
調
査

研
究
し
、
学
び
、
町
の
発
展
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
す
る
。

【
実
施
機
関
】
　

　
平
成
27
年
10
月
20
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
〜
22
日
（
木
）

【
研
修
先
】
　

・
宮
城
県
名
取
市
（
東
日
本
大
震

　
災
に
伴
う
復
興
状
況
、
防
災
計

　
画
等
に
つ
い
て
）

・
宮
城
県
加
美
町
（
文
化
お
よ
び

　
文
教
施
設
に
つ
い
て
）

・
福
島
県
郡
山
市
（
議
会
活
性
化

　
災
害
に
対
す
る
議
会
の
対
応
・

　
本
会
議
ネ
ッ
ト
中
継
他
、
音
楽

　
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
）

【
参
加
者
】
　

　
町
議
会
議
員
16
人
・
町
長
・

　
議
会
事
務
局
長
（
随
行
）

※
全
員
賛
成
で
可
決



総
務
常
任
委
員
会

田
中
議
員
　
国
母
・
釜
無
工
業
団
地
等
、

大
手
企
業
の
予
定
納
税
の
還
付
金
が
な
い
が
、

今
現
在
、
企
業
の
業
績
状
況
は
。

税
務
課
長
　
昨
年
と
比
較
す
る
と
、
町
全

体
の
税
収
状
況
は
8
月
末
現
在
2
、

0
0
0
万
円
余
り
増
え
て
い
る
。
し
か
し
、

企
業
の
申
告
書
等
で
は
世
間
で
言
わ
れ
て

い
る
ほ
ど
景
気
の
回
復
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、

最
終
的
に
は
税
率
の
改
正
も
あ
り
平
成
26

年
度
決
算
よ
り
減
収
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

塚
原
議
員
　
身
延
線
を
利
用
し
常
永
駅
か

ら
イ
オ
ン
モ
ー
ル
に
行
く
の
に
、
横
断
歩

道
を
渡
ら
ず
県
道（
市
川
三
郷
線
）を
横
切

る
若
者
が
非
常
に
多
い
。
交
通
量
も
多
く

危
険
回
避
の
た
め
、
土
日
だ
け
で
も
誘
導

員
の
配
置
を
お
願
い
し
た
い
。

企
画
財
政
課
長
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
と
協
議

し
検
討
す
る
。

石
原
（
高
）
議
員
　
ふ
れ
あ
い
ペ
ン
ダ
ン
ト

は
10
月
よ
り
民
間
に
委
託
さ
れ
る
。
昨
年

甲
府
広
域
に
支
払
っ
た
負
担
金
と
、
10
月

か
ら
民
間
に
払
う
委
託
料
は
い
く
ら
か
。

総
務
課
長
　
平
成
26
年
度
の
保
守
委
託
料

は
N
E
C
に
1
、0
1
6
、7
8
4
円
、事
業

負
担
金
と
し
て
甲
府
広
域
に
3
6
、3
1
3

円
支
出
。
27
年
度
の
委
託
料
も
同
額
。
負

担
金
は
N
P
O
法
人
や
ま
な
し
安
全
安
心

見
守
り
セ
ン
タ
ー
に
払
う
。
9
月
ま
で
の

支
出
状
況
は
2
1
、4
1
9
円
。
支
払
額
は

昨
年
と
比
較
し
て
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
。

河
住
議
員
　
他
市
町
村
で
は
女
性
の
消
防

団
員
が
増
加
し
て
い
る
が
、
町
で
も
女
性

の
視
点
を
生
か
し
た
ケ
ア
や
、
救
援
等
を

担
う
女
性
団
員
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

企
画
財
政
課
長
　
団
員
の
確
保
は
各
区
と

も
区
役
員
と
消
防
団
員
が
協
力
し
募
集
を
行
っ

て
い
る
が
、
な
か
な
か
集
ま
ら
な
い
状
況
。

男
女
問
わ
ず
希
望
者
が
い
れ
ば
加
入
し
て

ほ
し
い
。

中
澤
議
員
　
河
東
中
島
区
で
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
と

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
訓
練
が
で
き
な
か
っ

た
が
、
町
で
訓
練
用
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
購
入
し

貸
し
出
し
た
ら
ど
う
か
。

企
画
財
政
課
長
　
昨
年
度
補
正
予
算
で
一

基
購
入
し
た
。
担
当
課
や
当
課
で
も
管
理

し
て
い
る
の
で
貸
し
出
す
こ
と
は
可
能
。

イ
オ
ン
モ
ー
ル
交
差
点
に

誘
導
員
を

産
業
土
木
常
任
委
員
会

塚
原
議
員
　
上
河
東
区
と
な

る
区
画
整
理
事
業
の
中
で
新

居
を
構
え
た
場
所
が
あ
る
が
、

河
西
区
へ
の
地
番
変
更
は
可

能
か
。

都
市
整
備
課
長
　
申
し
出
の

場
所
は
上
河
東
地
番
と
な
る

予
定
だ
が
、
変
更
は
可
能
。

区
域
の
変
更
案
を
今
議
会
に

提
出
す
る
。

石
原
（
高
）
議
員
　
緊
急
輸

送
道
路
に
つ
い
て
、
耐
震
化

を
実
施
す
る
可
能
性
が
低
い

と
さ
れ
る
物
件
の
対
応
は
。

災
害
時
等
に
使
用
す
る
道
路

の
た
め
検
討
が
必
要
で
は
。

都
市
整
備
課
長
　
実
施
を
促

す
指
導
は
行
う
が
、
中
に
は

補
助
対
象
と
な
ら
な
い
物
件

も
あ
り
、
持
ち
主
に
は
個
人

負
担
で
行
っ
て
い
た
だ
く
所

も
あ
る
。
時
間
を
か
け
て

P
R
し
て
い
き
た
い
。

依
田
議
員
　
8
月
10
日
現
在

で
43
・
2
％
が
消
費
さ
れ
た
。

利
用
店
舗
の
内
訳
は
。

環
境
経
済
課
長
　
大
型
店
舗

95
％
、
中
小
店
舗
で
5
％
。

石
原
（
一
）
議
員
　
紙
漉
阿
原

区
圃
場
整
備
内
の
水
路
の
老

朽
化
に
よ
り
水
漏
れ
や
水
の

噴
き
出
し
等
の
被
害
が
出
て

い
る
。
全
面
改
修
す
る
予
定

は
。

建
設
課
長
　
全
面
改
修
の
予

定
は
な
い
が
、
各
地
区
の
要

望
に
よ
り
随
時
改
修
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
予
算
の
範

囲
で
対
応
し
て
い
く
。

企
業
の
業
績
状
況
は

緊
急
輸
送
道
路
は

河
西
区
へ
の

地
番
変
更
は
可
能
か

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

の
利
用
状
況
は

第
3
回
定
例
会（
9
月
）
委
員
会
質
疑



第
3
回
定
例
会（
9
月
）
委
員
会
質
疑

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

河
田
議
員
　
今
ま
で
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
は
今
後
、
申
告
時
に
は
使
え
な
い
。
持
っ

て
い
る
利
点
は
あ
る
の
か
。
返
却
を
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
か
。

町
民
窓
口
課
長
　
住
基
カ
ー
ド
の
公
的
個

人
認
証
の
有
効
期
限
は
3
年
間
だ
が
、
身

分
証
明
と
し
て
10
年
間
は
使
え
る
。
基
本

的
に
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
時
に
住
基
カ
ー

ド
を
返
却
し
て
い
た
だ
き
交
換
す
る
。
個

人
番
号
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
は
5
年
で
更
新
。

制
度
開
始
後
、
届
出
の
申
請
時
に
は
、
顔

写
真
が
つ
い
て
い
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
を

提
示
す
る
ほ
う
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
手
続
き

が
で
き
る
。

河
住
議
員
　
平
成
29
年
7
月
か
ら
地
方
公

共
団
体
と
の
情
報
連
携
と
あ
る
が
、
具
体

的
な
内
容
は
。

町
民
窓
口
課
長
　
公
的
機
関
へ
の
住
民
票
、

所
得
証
明
書
の
添
付
の
必
要
が
な
く
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
で
の
情
報
連
携
に
よ
り

照
会
す
る
こ
と
に
な
る
。

鷹
野
議
員
　
保
育
対
策
等
促
進
事
業
費
が

2
0
0
万
円
ほ
ど
増
加
し
て
い
る
が
。

福
祉
課
長
　
げ
ん
き
夢
保
育
園
の
病
児
保

育
の
受
入
人
数
が
当
初
よ
り
増
え
た
た
め
。

依
田
議
員
　
介
護
保
険
料
が
前
に
上
が
っ

た
が
、
基
金
･
年
金
の
積
み
立
て
、
返
済

金
も
持
続
的
に
進
め
る
の
か
。

い
き
い
き
健
康
課
長
　
介
護
保
険
料
の
値

上
げ
は
年
次
計
画
で
な
く
、
第
6
次
総
合

計
画
の
中
で
平
成
27
年
か
ら
29
年
の
3
カ

年
計
画
に
よ
る
も
の
。
そ
の
3
年
間
は
保

険
料
改
定
が
で
き
な
い
。
対
象
者
が
増
加

し
て
お
り
、
1
年
、
2
年
と
基
金
を
積
み
、

最
終
年
度
で
返
済
金
が
精
算
で
き
れ
ば
好

ま
し
い
。

林
議
員
　
来
年
度
、
清
水
新
居
区
か
ら
西

条
小
学
校
へ
通
う
児
童
が
10
人
で
計
70
人

ほ
ど
町
内
の
学
校
へ
通
う
。
通
学
時
間
帯

に
国
道
交
差
点
に
交
通
指
導
員
の
配
置
が

必
要
で
は
。

教
育
長
　
す
で
に
車
止
め
の
ポ
ー
ル
等
の

安
全
策
は
あ
る
。
交
通
安
全
指
導
員
の
配

置
は
、
保
護
者
の
要
望
を
聞
き
今
後
検
討

し
た
い
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
は

地
方
分
権
対
策
特
別
委
員
会

依
田
議
員
　
町
長
の
具
体
的

施
策
の
中
で
、
町
の
魅
力
を

発
信
す
る
方
法
と
し
て
、
紙

媒
体
だ
け
で
な
く
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
等
S
N
S
の
利
用

も
必
要
で
は
。

総
務
課
長
　
H
P
や
S
N
S

等
の
活
用
も
加
味
し
、
情
報

発
信
を
充
実
さ
せ
た
い
。

河
田
議
員
　
合
計
特
殊
出
生

率（
※
）は
こ
れ
か
ら
も
増
加

す
る
傾
向
か
。

政
策
秘
書
係
長
　
将
来
人
口

の
展
望
に
あ
た
り
、
国
の
示

す
出
生
率
に
準
じ
て
町
と
し

て
試
算
し
た
も
の
。

2
0
6
0
年
に
は
平
均
2
・

0
7
と
推
定
し
た
が
、
率
の

向
上
に
向
け
て
子
育
て
支
援

等
、
施
策
の
充
実
を
図
り
た

い
。

田
中
議
員
　
定
住
人
口
増
加

の
た
め
の
施
策
は
。

総
務
課
長
　
第
6
次
総
合
計

画
審
議
会
や
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
で
住
民
の
意
見
を

聞
き
考
え
た
い
。

将
来
の

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は

　
一
人
が
生
涯
に
生
む
子

ど
も
の
数
の
平
均
値
。

 
あ
る
年
の
15
歳
か
ら
49

歳
ま
で
の
女
性
の
年
齢
別

出
生
率
を
合
わ
せ
た
も
の
。

※
合
計
特
殊
出
生
率



活動スペースを併設した庁舎改築を

石
原

施
設
整
備
と

行
政
機
能
の
再
編
成
は

優
先
順
位
を
考
え

建
設
に
努
力
す
る

本会議の議事録はホームページで検索できます。議会事務局でも閲覧できます。

中
央
公
民
館
は
開
館
以

来
44
年
が
経
過
し
、
再

整
備
を
検
討
す
る
時
期
に
き
て
い
る
。

図
書
館
も
人
口
増
加
や
機
能
の
変

化
を
踏
ま
え
手
を
加
え
る
時
期
に

あ
る
。
生
涯
学
習
館
の
建
設
と
町

民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
転
用
は
、

町
と
し
て
大
き
な
計
画
だ
が
、
十

分
な
議
論
が
必
要
だ
。

　
そ
こ
で
、
老
朽
化
し
た
中
央
公

民
館
を
取
り
壊
し
、
町
民
活
動
ス

ペ
ー
ス
を
併
設
し
た
会
議
室
主
体

の
庁
舎
増
築
案
を
提
案
し
た
い
。

合
理
的
な
行
政
運
営
、
災
害
時
対

応
や
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
な
ど

リ
ス
ク
管
理
が
効
果
的
に
実
施
で

き
る
こ
と
、
施
設
の
利
用
範
囲
が

拡
大
で
き
、
会
議
室
不
足
や
災
害

対
策
の
拠
点
機
能
も
充
実
し
、
中

央
公
民
館
改
築
効
果
が
十
分
期
待

で
き
る
。
町
長
の
考
え
は
。

新
し
い
生
涯
学
習
館
（
仮

称
）
な
ど
の
整
備
は
町

の
重
要
施
策
の
ひ
と
つ
で
、
早
急

な
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
児
童

館
の
改
修
や
建
設
、
常
永
小
や
押

原
中
の
校
舎
改
修
や
町
民
セ
ン
タ

ー
確
保
な
ど
の
検
討
も
必
要
だ
。

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
は
予
算
的

な
裏
付
け
が
必
要
で
、
十
分
な
検

討
と
優
先
順
位
を
考
え
、
建
設
に

前
向
き
に
努
力
す
る
こ
と
が
大
事
だ
。

　
町
民
の
意
見
を
聞
き
、
有
識
者
・

関
係
諸
団
体
の
代
表
・
議
会
代
表
・

子
育
て
世
代
の
代
表
・
一
般
町
民

代
表
な
ど
で
構
成
す
る
建
設
委
員

会
を
設
置
し
、
検
討
で
き
な
い
か

考
え
て
い
る
。
限
ら
れ
た
予
算
を

有
効
に
活
用
す
る
こ
と
や
、
町
民

の
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
施
設
と

な
る
こ
と
を
最
優
先
に
、
今
後
も

引
き
続
き
検
討
を
行
い
、
新
し
い

生
涯
学
習
館
な
ど
が
、
昭
和
町
の

文
化
活
動
や
人
づ
く
り
の
拠
点
と

し
て
の
機
能
を
、
十
分
果
た
せ
る

施
設
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
。

石原　高明 議員
い し た か あ きは ら

町
長



依
田

まちづくり基本条例の制定は
町政運営の基本姿勢に努める

依田　茂巳 議員
よ し げ みだ

再
質
問

依
田

依
田

依
田

町
長

町
長

町
長 自

主
防
災
組
織
を

充
実
強
化

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

精
神
的
な
不
安
軽
減

に
も
努
め
る

災
害
時
対
応
施
設
の

環
境
充
実
は

昭
和
55
年
に
制
定
さ
れ

た
町
民
憲
章
を
も
と
に
、

総
合
計
画
の
中
で
も
5
項
目
か
ら

な
る
行
政
経
営
の
基
本
原
則
で
、

ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。

協
働
・
協
創
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

の
充
実
に
基
本
条
例
制
定
は
必
要

と
考
え
る
が
、
町
長
の
考
え
は
。

地
域
力
活
性
化
交
付
金

の
創
設
な
ど
自
治
会
の

自
由
な
活
動
へ
の
支
援
の
ほ
か
、

町
政
運
営
の
基
本
と
し
て
町
民
の

意
見
や
、
議
会
と
協
議
し
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
お
り
、
あ
ら
た

め
て
条
例
を
制
定
す
る
よ
り
、
こ

の
町
政
運
営
の
基
本
姿
勢
を
崩
す

こ
と
な
く
努
め
て
い
く
こ
と
が
大

事
と
考
え
て
い
る
。

基
本
条
例
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

行
政
・
議
会
の
行
動
の

進
化
と
、
町
民
の
方
々
の
位
置
づ

け
を
し
っ
か
り
決
め
る
、
の
2
点

が
あ
る
。
町
民
と
行
政
・
議
会
の

3
者
が
協
働
し
て
つ
く
る
過
程
・

プ
ロ
セ
ス
が
大
切
だ
。
マ
イ
ナ
ス

要
因
や
障
害
は
、
3
者
が
協
働
し

進
め
れ
ば
生
ま
れ
て
こ
な
い
。
再

度
考
え
を
問
う
。

町
民
意
見
を
聞
き
、
協

働
型
の
行
政
運
営
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
条
例
制
定
よ
り
、

引
き
続
き
町
政
運
営
の
基
本
姿
勢

を
推
進
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

防
災
組
織
づ
く
り
は
町

全
体
で
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
か
、
訓
練
や
集
合
地
・

避
難
地
・
避
難
場
所
の
見
直
し
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

自
主
防
災
組
織
は
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
核

と
な
る
。
班
単
位
で
の
防
災
行
動

や
事
例
を
区
長
会
で
紹
介
し
、
実

践
的
な
訓
練
を
行
う
よ
う
お
願
い

し
て
い
る
。
ま
た
常
永
土
地
区
画

整
理
地
内
の
公
園
等
を
集
合
地
に

追
加
す
る
。
災
害
時
の
被
害
を
最

小
限
に
す
る
た
め
、
自
主
防
災
組

織
の
充
実
強
化
を
進
め
て
い
き
た

い
。

大
規
模
災
害
時
に
避
難

所
生
活
の
大
き
な
課
題

点
が
、
ト
イ
レ
設
置
数
や
衛
生
状
況
、

高
齢
者
・
女
性
・
子
ど
も
へ
の
配

慮
が
必
要
だ
。
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
の
設
置
が
望
ま
し
い
が
、
町
の

考
え
は
。

ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
リ

ー
ス
会
社
と
協
定
を
締

結
し
て
お
り
、
避
難
所
で
必
要
と

さ
れ
る
ト
イ
レ
の
個
数
は
確
保
し

て
い
る
。
高
齢
者
や
女
性
専
用
ト

イ
レ
は
区
別
し
て
設
置
し
た
い
。

ま
た
、
避
難
生
活
が
長
期
化
す
る

よ
う
な
場
合
は
早
め
に
仮
設
住
宅

を
設
置
し
、
精
神
的
な
不
安
軽
減

に
も
努
め
て
い
き
た
い
。

町
長



マイナンバー制度は

情報管理を徹底する

薬
袋

さまざまな不安を背景にいよいよスタート

薬袋　義久 議員
み よ し ひ さな い

町
長

国
民
す
べ
て
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

が
通
知
さ
れ
、
来
年
1
月
か
ら
制

度
開
始
に
な
る
。
こ
の
制
度
は
今

後
の
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も

寄
与
す
る
。

①
重
要
な
政
策
が
町
民
に
知
ら
さ

れ
て
い
な
い
。
町
民
に
ど
ん
な
方

法
で
周
知
徹
底
を
図
り
、
理
解
を

深
め
て
い
く
の
か
。

②
日
本
年
金
機
構
の
情
報
漏
え
い

問
題
は
、
日
本
の
情
報
の
根
幹
を

揺
る
が
す
大
問
題
だ
。
県
内
の
企

業
で
も
パ
ソ
コ
ン
に
侵
入
さ
れ
、

21
万
人
分
の
個
人
情
報
が
盗
ま
れ

る
な
ど
、
重
要
な
情
報
が
簡
単
に

外
に
漏
れ
る
危
険
が
あ
る
。
町
民

に
対
す
る
安
心
・
安
全
の
確
保
を

ど
の
よ
う
に
図
り
、
情
報
を
管
理

し
て
い
く
の
か
。

③
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
シ
ス
テ
ム
化
で
、

経
費
の
増
大
が
懸
念
さ
れ
る
。
ど

う
財
源
を
確
保
し
、
町
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
の
か
。
以
上
3

点
に
つ
い
て
当
局
の
考
え
を
問
う
。

社
会
保
障
・
税
制
度
の

効
率
性
・
透
明
性
を
高
め
、

国
民
に
と
っ
て
利
便
性
の
高
い
公
平
・

公
正
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の

社
会
基
盤
だ
。

①
9
月
の
広
報
と
と
も
に
各
世
帯

に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
通

知
カ
ー
ド
が
送
付
さ
れ
る
10
月
に

は
広
報
へ
も
掲
載
す
る
。

②
全
職
員
対
象
に
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
研
修
を
実
施
、
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
遵
守
の
重
要
性
や
電
磁
的
記
録

媒
体
の
取
り
扱
い
な
ど
、
実
例
を

交
え
な
が
ら
行
っ
た
。
個
人
番
号

の
付
番
は
、
専
用
回
線
を
使
う
た

め
安
全
性
は
確
保
さ
れ
る
。
基
本

的
に
外
部
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と

接
続
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
の
個
人

番
号
の
利
用
は
し
な
い
な
ど
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
の
徹
底
を

図
っ
て
い
く
。

③
シ
ス
テ
ム
改
修
や
構
築
は
、
人

件
費
の
軽
減
に
は
つ
な
が
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。
改
修
等
の
費
用

は
国
庫
補
助
金
が
予
定
さ
れ
て
い

る
が
、
一
定
の
基
準
額
ま
で
し
か

補
助
が
な
い
。
シ
ス
テ
ム
改
修
費

は
基
準
額
以
上
に
必
要
と
な
り
、

超
え
た
費
用
は
地
方
交
付
税
措
置

と
な
る
。
地
方
交
付
税
不
交
付
団

体
で
あ
る
本
町
で
は
、
一
般
財
源

で
措
置
す
る
こ
と
に
な
る
。
今
後

も
職
員
の
資
質
向
上
と
町
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
。



林

清水新居の委託児童の終了は
円満な解決策を探りたい

林　　和仁 議員
はやし か ず ひ と

教
育
長

登校する児童たち

戦
後
間
も
な
い
昭
和
23
年
、

清
水
新
居
区
の
児
童
・

生
徒
を
、
甲
府
市
立
国
母
小
・
中

学
校
に
正
式
に
委
託
す
る
こ
と
を

決
定
し
、
要
綱
を
交
わ
し
て
い
る
。

昭
和
23
年
当
時
の
清
水
新
居
区
の

児
童
・
生
徒
数
は
72
人
で
、
昭
和

村
に
は
16
人
が
通
学
し
て
お
り
、

甲
府
市
通
学
は
56
人
と
い
う
状
況

で
あ
っ
た
。

　
平
成
27
年
6
月
現
在
の
清
水
新

居
区
の
児
童
は
69
人
で
、
西
条
小

学
校
に
は
46
人
が
通
学
し
て
お
り
、

甲
府
市
へ
の
委
託
児
童
数
は
23
人

（
国
母
小
10
人
、
貢
川
小
9
人
、

石
田
小
3
人
、
湯
田
小
1
人
）
と

な
っ
て
い
る
。
中
学
生
は
38
人
で

押
原
中
に
23
人
が
通
学
し
て
お
り
、

甲
府
市
へ
の
委
託
生
徒
数
は
15
人

（
南
西
中
8
人
、
富
竹
中
5
人
、

西
中
1
人
、
南
中
1
人
）
と
な
っ

て
い
る
。
近
年
、
委
託
児
童
と
生

徒
数
は
減
少
し
て
い
る
。

　
同
じ
地
区
に
居
住
し
な
が
ら
、

複
数
の
学
区
に
通
学
す
る
メ
リ
ッ

ト
は
な
く
、
長
い
歴
史
の
中
で
今

日
に
至
っ
て
い
る
が
、
行
政
の
責

任
と
し
て
期
限
を
区
切
り
、
委
託

終
了
を
決
断
す
る
考
え
は
な
い
か
。

「
町
づ
く
り
は
人

づ
く
り
か
ら
」
と

い
う
考
え
方
で
、
教
育
に
は
力
を

注
ぎ
、
積
極
的
な
施
策
を
実
施
し

て
き
た
。
環
境
に
配
慮
し
た
先
進

的
な
学
校
施
設
の
建
設
・
町
単
教

職
員
の
配
置
・
教
育
指
導
監
の
配

置
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の

実
施
・
給
食
費
の
一
部
補
助
な
ど

の
教
育
施
策
は
、
県
下
に
誇
れ
る

も
の
だ
。

　
全
て
の
町
民
が
こ
の
よ
う
な
施

策
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
は
、
町

と
し
て
も
望
ま
し
い
こ
と
と
考
え

て
い
る
。
平
成
26
年
度
か
ら
は
、

清
水
新
居
地
区
の
新
入
生
の
保
護

者
に
対
し
、
就
学
す
る
学
校
の
確

認
を
行
う
た
め
の
文
書
に
、
昭
和

町
の
教
育
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
も

の
を
配
布
し
、
町
内
の
小
学
校
へ

入
学
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
様
に
教
育
委
員
会
の
窓

口
で
も
メ
リ
ッ
ト
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

昭
和
町
の
小
学
校
へ
転
入
学
す
る

よ
う
に
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い

る
。

　
今
年
度
1
・
2
年
生
が
義
務
教

育
を
終
了
す
る
こ
と
を
目
途
に
委

託
を
終
了
す
る
こ
と
は
、
町
だ
け

の
判
断
で
行
う
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
町
と
し
て
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
、
円
満
に
清
水
新
居

地
区
の
小
中
学
生
が
昭
和
町
内
の

学
校
へ
入
学
で
き
る
よ
う
に
努
力

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。



官民連携のチャレンジデー参加は

健康増進ができるよう努力していく

生
涯
学
習
課
長

スポーツイベントを盛んに（押原公園でのラジオ体操）

河住　保茂 議員
か わ や す し げす み

町
長

河
住

再
質
問

河
住

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
笹

川
ス
ポ
ー
ツ
財
団
が
平

成
5
年
に
始
め
た
も
の
で
、
毎
年

5
月
最
終
水
曜
日
に
世
界
中
で
実

施
さ
れ
て
お
り
、
住
民
参
加
型
の

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

人
口
規
模
が
ほ
ぼ
同
じ
自
治
体
同

士
が
、
午
前
0
時
か
ら
午
後
9
時

ま
で
の
間
に
、
15
分
以
上
連
続
し

て
何
ら
か
の
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を

し
た
住
民
の
参
加
率
を
競
い
合
い
、

対
戦
相
手
に
敗
れ
た
場
合
は
、
相

手
自
治
体
の
旗
を
メ
イ
ン
ポ
ー
ル

に
翌
日
か
ら
1
週
間
掲
げ
、
相
手

の
健
闘
を
た
た
え
る
と
い
う
、
ユ

ニ
ー
ク
な
ル
ー
ル
が
特
徴
と
な
っ

て
い
る
。

　
年
齢
や
性
別
を
問
わ
ず
、
誰
も

が
気
軽
に
参
加
で
き
、
住
民
の
健

康
づ
く
り
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
地

域
活
性
化
の
き
っ
か
け
づ
く
り
に

最
適
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
、

行
政
が
中
心
と
な
り
、
地
域
住
民

や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
・
企
業
・
学
校
・

自
治
会
と
連
携
し
、
地
域
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
を
目
指
す
こ
と
が
目
的
だ
。

官
民
連
携
し
た
こ
の
ま
ち
づ
く
り

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
参
加
す
る
考

え
は
。

町
民
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
、

健
康
で
明
る
い
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
を
実
施
し
て
い
る
。

11
月
に
開
催
さ
れ
る
「
昭
和
町
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
、
春

と
秋
の
球
技
大
会
の
開
催
、
「
ふ

れ
あ
い
ラ
ジ
オ
体
操
」
の
開
催
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
行
う
「
子

ど
も
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
「
水
の
運

動
会
」
、
体
育
協
会
専
門
部
の
各

種
大
会
、
教
育
委
員
会
と
体
育
協

会
専
門
部
が
開
催
す
る
「
初
心
者

テ
ニ
ス
教
室
」
「
初
心
者
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
教
室
」
な
ど
に
多
く
の
町

民
が
参
加
し
、
健
康
増
進
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
へ
の
参
加
は

今
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
が
1
年
を
通
し
開
催
さ

れ
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る

行
事
は
、
す
で
に
十
分
行
わ
れ
て

い
る
。
町
と
し
て
は
、
今
後
も
こ

れ
ま
で
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
に
多
く
の
町
民
が
参
加
し
、
楽

し
く
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
健
康

増
進
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

5
月
の
第
4
水
曜
日
を

昭
和
町
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

ス
ポ
ー
ツ
の
日
に
す
る
こ
と
で
、

幼
稚
園
・
小
中
学
校
、
も
っ
と
幅

広
い
層
が
参
加
で
き
る
。
一
度
に

一
斉
に
行
う
イ
ベ
ン
ト
の
日
を
つ

く
っ
た
ら
ど
う
か
。

体
育
協

会
や
ス

ポ
ー
ツ
推
進
員
な
ど
と
連
携
し
各

種
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ー
で
な
く
と
も
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
気
軽
に
楽
し
め
、

町
を
挙
げ
て
取
り
組
む
競
技
を
実

施
し
て
い
る
。



田
中

田
中

農業委員会改革で町の方針は
県や農業会議等と慎重に協議

田中　博愛 議員
た ひ ろ よ しな か

町
長

計
画
道
路
状
況
を
見
て

進
め
て
い
く

昭
和
玉
穂
中
央
通
り
線

の
進
捗
状
況
は

農
業
改
革
の
3
本
柱
に
、

農
業
委
員
会
の
見
直
し
、

農
地
を
所
有
で
き
る
法
人
、
農
業

協
同
組
合
の
見
直
し
が
あ
る
。
農

業
委
員
会
の
見
直
し
の
中
身
は
、

農
業
委
員
の
選
挙
・
選
任
方
法
の

見
直
し
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
の
新
設
、
農
業
委
員
会
事
務

局
の
強
化
等
が
あ
る
。

　
農
地
面
積
2
0
0
㌶
以
下
の
市

町
村
は
、
農
業
委
員
会
を
設
置
し

な
く
て
も
よ
く
、
本
町
の
農
地
面

積
は
そ
れ
以
下
と
な
っ
て
い
る
。

現
状
維
持
か
廃
止
か
、
さ
ら
に
対

案
が
あ
る
の
か
、
町
の
考
え
は
。

現
在
の
昭
和
町
農
業
委

員
会
の
構
成
は
公
選
（

選
挙
）
委
員
11
人
、
関
係
3
団
体

か
ら
の
推
薦
委
員
5
人
の
合
計
16

人
で
、
長
く
無
投
票
の
状
況
が
続

い
て
い
る
。
町
内
の
農
振
農
用
地

は
約
1
6
0
㌶
。

　
町
は
今
回
の
制
度
見
直
し
に
対

し
、
農
業
委
員
会
の
意
見
を
集
約

し
、
今
後
の
農
業
委
員
会
の
方
向

性
を
示
す
た
め
、
県
や
農
業
会
議

等
と
慎
重
に
協
議
・
検
討
し
、
再

来
年
度
の
改
選
時
に
向
け
て
対
応

し
て
い
き
た
い
。

町
長
は
こ
の
計
画
が
リ

ニ
ア
の
ア
ク
セ
ス
道
路

と
し
て
必
要
不
可
欠
で
、
10
月
完

成
予
定
の
西
条
・
昭
和
イ
ン
タ
ー

線
の
開
通
後
に
、
計
画
実
現
に
向

け
進
め
る
と
し
て
い
る
。
優
先
順

位
を
速
め
る
考
え
は
な
い
か
。
現

在
の
計
画
に
対
す
る
進
捗
状
況
は
。

昭
和
玉
穂
中
央
通
り
線

は
、
町
と
中
央
市
の
南

北
軸
を
形
成
す
る
道
路
と
し
て
、

広
域
幹
線
道
路
の
機
能
を
果
た
す

主
要
な
道
路
。
西
条
・
昭
和
イ
ン

タ
ー
線
の
完
成
後
、
事
業
着
手
を

す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
大
型
建
設

事
業
を
優
先
し
、
集
中
的
に
施
工

し
た
た
め
西
条
・
昭
和
イ
ン
タ
ー

線
の
事
業
着
手
が
遅
れ
、
一
部
を

残
し
10
月
頃
に
供
用
開
始
と
な
る
。

西
条
・
昭
和
イ
ン
タ
ー
線
を
一
日

も
早
く
完
成
さ
せ
、
昭
和
玉
穂
中

央
通
り
線
の
計
画
実
現
に
向
け
、

先
行
区
間
と
し
て
昭
和
バ
イ
パ
ス

か
ら
甲
府
市
川
三
郷
線
ま
で
の

1
0
2
0
㍍
を
工
区
に
分
け
、
県

代
行
工
事
も
含
め
た
協
議
を
県
と

継
続
し
て
行
い
、
財
政
状
況
を
考

慮
す
る
中
で
今
後
計
画
す
る
道
路

の
状
況
を
踏
ま
え
て
進
め
て
い
き

た
い
。

町
長

農業委員会は何のために



障害者という用語の見直しは

国の動向を注視し適時変更する

堀　　門太 議員
ほ り も ん た

町
長

堀

精
神
分
裂
病
が
統
合
失

調
症
、
痴
呆
が
認
知
症

と
時
代
が
進
む
に
つ
れ
、
さ
ま
ざ

ま
な
用
語
変
更
が
さ
れ
て
き
た
。

障
害
者
に
つ
い
て
も
「
害
」
の
字

が
問
題
視
さ
れ
、
厚
生
労
働
省
の

障
害
者
制
度
改
革
推
進
本
部
で
は
、

害
の
部
分
だ
け
「
が
い
」
、「
碍
」
、

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
」
な
ど
の
案
も

出
さ
れ
た
が
、
結
論
が
出
て
い
な

い
状
態
で
あ
り
、
国
も
し
ば
ら
く

従
来
通
り
の
表
記
に
と
ど
ま
る
見

込
み
で
、
法
律
の
改
正
に
至
っ
て

い
な
い
。

　
障
害
の
あ
る
方
を
障
害
者
と
記

す
こ
と
に
強
い
抵
抗
を
持
つ
人
は

た
く
さ
ん
お
り
、
厚
労
省
の
対
応

待
ち
で
は
こ
の
問
題
が
解
決
で
き

る
か
分
か
ら
な
い
状
況
に
あ
る
。

町
は
国
に
先
駆
け
用
語
変
更
を
行
い
、

障
害
の
あ
る
方
の
福
祉
が
よ
り
向

上
す
る
よ
う
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
障
害
を
前
向
き
に
と
ら
え
、

障
害
を
得
た
者
と
い
う
考
え
に
基

づ
き
、
「
障
得
者
」
も
し
く
は
、

も
っ
と
客
観
的
に
障
害
を
伴
う
者

と
い
う
こ
と
で
「
障
伴
者
」
と
変

更
す
る
の
が
理
想
だ
が
、
町
長
の

考
え
は
。

全
国
的
に
独
自
に
表
記

を
変
更
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
が
、
山
梨
県
は
本
町
と

同
様
の
漢
字
表
記
を
行
っ
て
い
る

よ
う
で
、
一
部
、
ひ
ら
が
な
表
記

を
使
用
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
、

対
応
は
さ
ま
ざ
ま
だ
。

　
「
障
害
」
表
記
の
検
討
は
、
当
事

者
が
ど
の
よ
う
な
呼
称
や
表
記
を

望
ん
で
い
る
の
か
配
慮
す
る
こ
と

が
必
要
で
、
本
町
関
係
の
障
害
者

団
体
で
は
、
名
称
を
ひ
ら
が
な
の
「
障

が
い
」
に
変
更
し
た
団
体
も
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。
昨
年
度
、
障
害

者
団
体
の
長
を
交
え
て
策
定
し
た

町
障
害
福
祉
計
画
で
は
、
意
見
聴

取
の
際
、
表
記
変
更
の
意
見
は
特

に
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　
町
は
基
本
的
に
、
法
令
に
基
づ

く
漢
字
の
「
障
害
」
と
い
う
表
記

を
引
き
続
き
使
用
す
る
こ
と
を
考

え
て
い
る
が
、
国
の
動
向
も
注
視
し
、

相
談
セ
ン
タ
ー
や
防
災
計
画
等
に

使
用
し
た
ひ
ら
が
な
表
記
と
同
様
に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
個
別
に
対
応

が
可
能
な
も
の
は
、
適
時
、
変
更

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

障害？　障がい？　それとも…

し
ょ
う
と
く

し
ょ
う
は
ん

が
い



議員の質問に、当局がその後どのように対応し、どうなっているのかを追跡・検証してみました。

平成26年6月議会　質問者：田中博愛議員

小・中学校生徒増員の対応は

そ
の
後

平成27年9月定例会で、常永小
学校増築に伴う工事費等を増
額補正。平成27年度中に完成
予定。

常永地区は人口増加が著しい。町内
3小学校の1年生の児童数を推計すると、
その児童が押原中学校へ進学した際、
7学級以上となる。生徒増員に伴い、
小中学校の施設の検証と対策が必要
では。

今後、授業内容に大きな支障が生じ
る場合、小中学校教室の増築を検討
したい。

教室増が決定
された常永小

学校

ひろ よし



（紙面の都合上、一部意見要旨のみ掲載）

●
出
席
者
　
　
区
民
25
名

●
参
加
議
員
　
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
石
原
高
明
、
金
丸
富
一

　
　
　
　
　
　
河
田
あ
け
み
、
河
住
保
茂

　
　
　
　
　
　
石
原
一
好

　
　
　
　
　
　
三
井
　
猛
議
長

Ｑ
　
障
が
い
者
の
補
助
金
で
風
呂

と
補
助
手
す
り
の
同
時
改
修
は
補

助
対
象
と
な
ら
な
い
が
、
手
す
り

の
後
付
け
は
対
象
と
な
る
。
セ
ッ

ト
改
修
も
対
象
に
な
ら
な
い
か
。

Ａ
　
セ
ッ
ト
改
修
（
浴
槽
、
ト
イ

レ
等
）
の
場
合
は
手
す
り
設
置
工

事
に
か
か
る
見
積
も
り
が
明
細
で

あ
れ
ば
支
給
で
き
る
。
ま
た
障
が

い
の
等
級
や
条
件
に
よ
り
、
県
の

補
助
が
受
け
ら
れ
る
の
で
事
前
に

町
に
相
談
を
。

Ｑ
　
下
水
道
整
備
で
区
の
東
側
が

遅
れ
て
い
る
が
。

Ａ
　
区
の
調
整
区
域
に
お
け
る
下

水
道
管
渠
整
備
計
画
で
は
、
山
伏

川
を
境
に
西
側
を
平
成
28
年
か
ら

30
年
度
、
東
側
を
平
成
33
年
か
ら

36
年
度
に
整
備
予
定
。

Ｑ
　
現
在
の
議
会
活
動
で
議
員
定

数
16
名
は
妥
当
か
。
報
酬
は
少
な

い
の
で
は
。

Ａ
　
今
期
統
一
地
方
選
で
は
議
員

定
数
、
報
酬
に
つ
い
て
議
論
の
末
、

現
状
維
持
と
な
っ
た
。
区
民
か
ら

い
た
だ
い
た
意
見
を
参
考
に
任
期

中
に
結
論
付
け
た
い
。

●
出
席
者
　
　
区
民
24
名

●
参
加
議
員
　
産
業
土
木
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
中
澤
康
夫
、
薬
袋
義
久

　
　
　
　
　
　
遠
藤
辰
男
、
樋
口
敏
夫

　
　
　
　
　
　
堀
　
門
太

　
　
　
　
　
　
三
井
　
猛
議
長

コンビニ設置のコンビニ設置のA
EDAED使用は！使用は！

コンビニ設置のA
ED使用は！

Ｑ
　
旧
満
月
東
側
の
道
路
か
ら
、

国
母
駅
方
面
に
新
設
道
路
を
造
れ

な
い
か
。
ま
た
、
交
差
点
の
形
状

が
悪
く
曲
が
り
に
く
い
。
隅
切
り

等
の
改
善
を
。

Ａ
　
新
設
道
路
は
、
国
母
工
業
団

地
を
通
過
し
て
い
る
古
府
中
環
状

浅
原
橋
線
に
接
続
さ
せ
る
予
定
。

ま
た
、
西
条
・
昭
和
イ
ン
タ
ー
線

を
南
進
さ
せ
る
前
に
隅
切
り
（
斜

長
5
ｍ
）
を
設
置
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
計
画
期
間
は
平
成
27

年
か
ら
36
年
。

Ｑ
　
町
内
す
べ
て
の
コ
ン
ビ
ニ
に

A
E
D
が
設
置
し
て
あ
る
が
、
実

際
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る

か
、
定
期
的
に
調
べ
た
ほ
う
が
良

い
の
で
は
。

Ａ
　
コ
ン
ビ
ニ
の
A
E
D
設
置
に

関
わ
る
覚
書
に
「
A
E
D
が
使
用

さ
れ
た
と
き
は
遅
滞
な
く
町
に
連

絡
す
る
も
の
と
す
る
」
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
使
用
し
た
旨
の

報
告
は
な
い
。

Ｑ
　
議
員
定
数
の
検
討
を
。

Ａ
　
こ
れ
ま
で
議
論
を
し
て
き
た

が
、
区
民
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見

を
参
考
に
任
期
中
に
結
論
付
け
た

い
。

7
月
21
日
　
彩
の
広
場
管
理
棟

7
月
17
日
　
築
地
新
居
区
公
会
堂

西
条
一
区
（
第
2
回
）

築
地
新
居
区
（
第
1
回
）

議員定数議員定数1616人
は妥当か！人は妥当か！議員定数16人
は妥当か！



テーマ

議会改革の到達点－議会基本条例を使いこなす第2回

地方創生時代の総合計画の意義と課題 第3回

地方自治と地方議会改革入門第1回
講師：江藤俊昭教授（第1回～3回）

講師：今井 久教授

大型商業施設と既存商店の
共存のあり方について

第4回

住民間と、そして議員
同士の議論に臨め！

総合計画は町の指針を
示すもの。議会として
も慎重に！

町の資源を生かし、
大型店や既存商店の
共存に繋げよう！

議会基本条例の意味
をもう1度確認！

7/3 埼玉県宮代町議会
内容…議会基本条例、井戸端会議、
　　　議会モニター制度について他

7/15鳥取県琴浦町議会
内容…山梨学院大学との連携、政務
　　　活動費、議会基本条例（政治
　　　倫理）について他

8/20 石川県志賀町議会
内容…議会基本条例、議会改革への
　　　取り組み（井戸端会議等）に
　　　ついて他

10/1 静岡県松崎町議会
内容…議会アドバイザー、議会基本
　　　条例、議会広報の取り組みに
　　　ついて他



議会だよりを通して団体活動
を知ることで団体の活性化、
また生き生きした町の発展に
繋がればと考えています。

「議員記者が行く」は、さまざまな場で活動している町内の団体に注目し、
活動内容や団体結成のいきさつ、団体活動のPR等々、“ネホリハホリ”取
材させていただく、編集委員による活動です。

私たちが伺います

　平成27年10月11日、第27回昭和
町ふるさとふれあい祭りが押原公
園で開催され、山梨学院大学生の
協力のもと、アンケート調査を次
の通り実施しました。
　アンケートにご協力いただきま
した皆さまには心より感謝申し上
げます。

アンケート調査の結果は次号（平成28年1月末発行）に掲載します。お楽しみに！



こ
ん
な
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
！

前回の
お葉書で

議会だより167号（この号）を読んでくださいヒント

正解者の中から抽選で5名の方に
図書カードをお送りいたします。

《応募方法》
はがきに「答え・住所・氏名（ふりがな）・年齢・議会だ
よりを読んだ感想」を記入してください。FAXやメー
ルも受け付けます。
議会への要望・意見等もありましたら、お受けします。

《あて先》
●〒409-3880　昭和町押越542-2
　昭和町議会事務局「議会クイズ係」宛
●FAX：055-275-0370　
●メール：gikai@town.yamanashi-showa.lg.jp

《しめきり》
　11月末日　消印有効

議員防災訓練○○○を学ぶ1
平成26年度決算　財政力指数○.○○2

新企画！広報編集委員による○○○○○○○3

空欄に当てはまる言葉を入れてください。 166号クイズの答え
① 臨時
② 多目的
③ 小川町
④ 最優秀賞

（
62
歳
・
女
性
）

（
78
歳
・
女
性
）

こ
の
他
に
も
メ
ー
ル
や
F
A
X
で
た
く
さ
ん
の
回
答
を

い
た
だ
き
ま
し
た
！
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
36
歳
・
女
性
）

（
69
歳
・
女
性
）

告知
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梨
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越
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■
発
　
行

議
長

　三
井
　
猛

■
発
行
人
　

広
報
編
集
特
別
委
員
会

■
編
　
集

印
刷
㈱
東
洋
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

 
私
は
18
年
間
、
こ
の
昭
和
町
に
住
ん
で
い
る
。
こ

の
間
に
昭
和
町
の
景
観
は
ず
い
ぶ
ん
と
変
化
し
た
。

常
永
小
学
校
の
建
設
、
押
原
小
学
校
の
建
て
替
え
、

西
条
小
学
校
の
改
築
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
甲
府
昭
和
店

の
開
店
な
ど
、
街
並
み
が
大
き
く
変
わ
り
、
め
ま
ぐ

る
し
い
変
化
が
あ
っ
た
。

 
私
は
現
在
大
学
生
で
あ
り
、
就
職
の
こ
と
も
考
え

始
め
て
い
る
。
昭
和
町
で
幸
福
な
時
間
を
過
ご
し
て

き
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
町
に
住
み
続
け
た
い

が
、
現
状
で
は
そ
の
夢
は
難
し
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
。
こ
れ
か
ら
も
昭
和
町
が
住
み
や
す
い
町
で
あ
る

た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
だ

ろ
う
か
。

 
昭
和
町
が
発
展
し
た
と
は
い
っ
て
も
、
町
内
に
企

業
は
少
な
い
。
後
藤
知
事
は
「
2
0
6
0
年
を
目
標

に
、
定
住
人
口
75
万
人
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
就
職

先
が
山
梨
に
な
け
れ
ば
、
県
外
に
出
て
い
く
者
も
多

く
な
る
だ
ろ
う
。
昭
和
町
に
多
く
の
企
業
が
誘
致
さ

れ
、
交
通
網
が
整
い
、
想
定
外
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な

災
害
に
も
対
応
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
整
う
な
ど
、
住

み
や
す
い
環
境
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

 
私
は
こ
の
昭
和
町
と
い
う
町
を
愛
し
て
い
る
。
何

年
か
先
に
リ
ニ
ア
が
開
通
し
、
今
よ
り
ず
っ
と
景
観

が
変
化
し
て
も
、
昭
和
町
か
ら
山
梨
県
全
体
が
発
展

で
き
る
よ
う
、
町
の
今
後
の
飛
躍
を
期
待
し
、
見
続

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
現
在
か
ら
25
年
前
、
昭
和
町
区
画
整
理
で
土
地
を

購
入
し
、
家
を
紙
漉
阿
原
に
建
て
ま
し
た
。
幼
稚
園

児
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
成
長
し
、
こ
の
期
間
、
山

梨
県
に
親
戚
も
な
い
県
外
出
身
の
私
た
ち
を
、
昭
和

町
に
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
長
女
を
出
産
し
て
10
年
間
、
子
育
て
の
た
め
主
婦

で
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
が
、
小
学
生
か
ら
児
童
館
の

お
世
話
に
な
り
、
核
家
族
の
私
で
も
看
護
師
に
復
帰

し
、
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
の

充
実
が
な
け
れ
ば
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

　
昭
和
町
は
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
機
関
が
そ
ろ
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
医
療
機
関
と
協
力
し
、
い
き
い
き
健
康

課
を
中
心
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
が
守
ら
れ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
昭
和
町
で
か
か

り
つ
け
の
医
療
機
関
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
昭
和

町
は
健
康
に
は
欠
か
せ
な
い
新
鮮
な
お
い
し
い
野
菜

が
収
穫
さ
れ
、
J
A
昭
和
や
商
店
で
手
軽
に
町
の
野

菜
が
購
入
で
き
ま
す
。
最
盛
期
に
は
食
べ
き
れ
な
い

く
ら
い
の
お
す
そ
分
け
も
う
れ
し
い
で
す
。

　
25
年
間
、
昭
和
町
の
医
療
機
関
に
勤
務
し
、
微
力

な
が
ら
も
皆
さ
ん
の
健
康
管
理
の
お
手
伝
い
を
し
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
看
護
師
と
し
て
地
域
の

皆
さ
ん
の
支
え
に
な
れ
る
よ
う
に
と
思
っ
て
い
ま
す
。

愛
す
る
町
の
飛
躍
を
期
待

支
え
あ
い
安
心
で
き
る
昭
和
町

紙
漉
阿
原
区

笠
田
寿
美
子
さん

か
さ

だ

み

す

こ

河
東
中
島
区

鷹
野
 
公
俊
さん

た
か

と
し

き
み

の

　6月29日に起きたJR身延線事故。
　当議会は7月10日に事故現場を含め、危険と
想定される箇所を視
察しました。現場視
察を通し、議員一人
ひとりの意見や要望・
感想を、議会として意
見書にまとめ、町へ提
出しました。

●
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
委
　

員
　

長
　
　
石
原
　
高
明

　
副
委
員
長
　
　
堀
　
　
門
太

　
委
　
　
員
　
　
林
　
　
和
仁
　
石
原
　
一
好

　
　
　
　
　
　
　
金
丸
　
富
一
 
依
田
　
茂
巳


